
日本善意財団様
ご支援ありがとうございます。

20２０年1２月５日
ＮＰＯ法人レインボーリボンの活動

紹介



レインボーリボンはPTAのお母さん仲間で
作ったNPOです。
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外国ルーツの親や子ども、障がいがある親や子ども、
多様な文化を認め合い、子どもの幸せのために一緒に
活動する「多文化共生のＰＴＡ」を。



活動の１つめの柱 ＰＴＡ研修

ＰＴＡにイノベーションを！
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活動の２つ目の柱 「いじめ防止教室」を小中学校で実施

学校を子どもたちの楽しい居場所に。
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活動の３つめの柱
「コロナ」前は子ども食堂を３カ所、運営していました。

地域に子どもたちの「いのちの居場所」を。
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パルこども食堂
2016年4月～
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月に1回、月末土曜日5時～7時

ＮＰＯ法人Learning for Allの
寺子屋で勉強している中学生が主
な対象。
スクールソーシャルワーカー紹介
の小学生も。
毎回30～40人くらい

子どもとその家族は無料
寺子屋の大学生は300円
見学は500円

半クローズド
昭和の大家族的な雰囲気

男女平等推進センター（ウィメンズパル）調理室



あおとこども食堂
2016年11月～
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月に1回 第2土曜日午後3時～遊び
コーナー、午後5時～食事 午後7時
まで

地域の元気な子どもたち、乳幼児連
れの親子、高齢者など。
毎回40人前後。

18歳以下300円、大人500円
「一食オーナー」プレゼント券

オープン
地域食堂



よみかき宿題こどもカフェ＠なぎ
2017年12月～
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月に1回第1土曜日午後3時～6時半

東京都福祉保健財団の助成金を得
て立ち上げ。
10人登録制。ボランティアと合わせて
20食限定。
全員無料
学習支援ボランティアは交通費補助

クローズド
ケア型子ども食堂地域活動支援センター「なぎ」



コロナ時代
の今は
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どんな子どもたちが来ているの？
ご紹介する事例その１ Ｉくんとそのお母さん
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およそ１０年前（Ｉくん小学校低学年）の家族関係図
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2017年5月子どもの日
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当時の家族関係図



Ｉくんの様子 2017年11月頃～2018年8月中旬
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２０１８年８月 Ｒくんの登場
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Ｒくん家族関係図



ＩくんママとＲくん
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２０１８年９月

• 9月1日（土）よみかき宿題こどもカフェ＠なぎ

（前日のこと）

• 9月8日（土）あおとこども食堂

（友だちに暴力）

• 9月15日（土）事件発生

• 9月22日（土）パルこども食堂 （Ｉくん入院中）

• 9月29日（土）退院
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9月26日（水）

緒方、子ども総合センターに
相談



Ｉくんのその後
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２０１９年５月



（時間があったらもう１事例ご紹介）

Ｋさんの４人のお孫さん と ２人の子ども
家族相関図
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Ｋさん



こども食堂にできることは少ない。

でも、できることはあると信じたい。
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最後に「コロナ」の影響について

• こども食堂は「クローズド・ケア型」にならざるを得ない

• それでもシングルマザーのアクセスは増えている

•子どものアクセスも

• シングルマザーの経済的困窮

•大人のストレスが子どもへの暴力となる予感（？）
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ご清聴ありがとうございました。
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